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Abstract
From the results of previous research, it is known that Japanese students have been able to 
make high achievements in science internationally, but at the same time it has been pointed out 
that their motivation and interest in scientific learning is low (Ogura, 2008). Therefore, in this 
paper, the author focused on motivation in the scientific learning of Japanese students and clari-
fied its features.
In analyzing the motivation and interest of 15-year-old Japanese students regarding scientific 
literacy, the author used data from the student questionnaire of PISA 2015 and PISA 2006 pub-
lished on the OECD website. In this paper, among the PISA 2015 student questionnaire items, the 
following three indicators were taken as indicators related to motivation: “enjoyment of science”, 
“self-efficacy in science”, and “instrumental motivation for learning science”. Furthermore, the 
author analyzed the secular change in the tendency of responses in each index over time, and the 
relationship between the responses and the score of scientific literacy.
As a result of the analysis, where Japanese students’ positive responses to “enjoyment of sci-
ence” had been considered to be lower in the past (National Institute for Educational Policy Re-
search, 2007, 2016), it became clear that in terms of “enjoyment of science” there was a larger 
numerical difference between the average score of positive respondents and negative respondents 
of scientific literacy than in the case of “instrumental motivation for learning science”. Next, the 
difference in scores between positive and negative respondents was smaller from 2006 to 2015 
with both “enjoyment of science” and “instrumental motivation for learning science”. However, 
it was found that the average score difference between positive and negative respondents was still 
larger in “enjoyment of science” than in “instrumental motivation for learning science”. Further-
more, it became clear that the Japanese students’ positive response rate towards “self-efficacy in 
science” was very low in both 2006 and 2015, and it can be explained as a modest response 
tendency (Yamada, 2019).
PISA2015から見る日本の 15歳生徒の理科学習における動機付け





国立教育政策研究所紀要　第 148 集　　平成 31 年 3 月
1　はじめに







OECD が実施する国際的な学習到達度に関する調査「生徒の学習到達度調査」（Programme for 














本稿は，PISA2015 年調査及び PISA2006 年調査の生徒質問調査のデータを用いて日本の生徒の
理科学習における動機付けを分析し，その特徴を考察することを目的とする。
3. 方法
日本の 15 歳生徒の科学的リテラシーに関する意欲・関心を分析するにあたって，OECD のウ
ェブサイト上で公開されている PISA2015 及び PISA2006 の生徒質問調査のデータを使用した。
PISA2015 報告書（国立教育政策研究所，2016）では，無回答及びその他を除いた有効回答のみ
で 100% となるように処理した回答率を用いているが，本稿ではデータの明確性を確保するため








指標を構成する質問項目における肯定回答率の 2006 年から 2015 年にかけての経年変化について，
正規分布を用いて比率の差を検定した（検定 1）。また，選択肢別の科学的リテラシーの平均得
点の経年変化について，正規分布を用いて平均値の差の検定を行った（検定 2）。そして，選択
肢 1 と選択肢 4 の科学的リテラシーの平均得点の差の経年変化についても，正規分布を用いて平
均値の差の検定を行った（検定 3）。さらに，肯定回答者（選択肢 1 ＋選択肢 2）及び，否定回答
者（選択肢 3 ＋選択肢 4）の科学的リテラシーの平均得点については，各選択肢に対する回答率
を重みとして処理を行った加重平均得点を算出した上で，2006 年から 2015 年にかけての加重平
均得点の差を正規分布を用いて検定した（検定 4，検定 5）。さらに 3 つの指標における検定 1～
5 までの結果を受けて，2015 年の「科学の楽しさ」指標と「理科学習に対する道具的な動機付け」
における肯定回答者と否定回答者の加重平均得点の差について，正規分布を用いて検定し（検定






サンプル数に基づく方法とは異なった手順が用いられる。有効回答数は 2015 年は 6647、2006 年









2015 年調査の生徒質問調査の問 42（ST094）では，「科学の楽しさ」指標に関する 5 つの項目
について「あなたは，次のことについてどの程度そうだとおもいますか。」と尋ねている。この
指標は，2006 年調査の生徒質問調査の問 12（ST16）と対応しており，指標を構成する 5 つの項
目全てにおいて経年比較可能である。用いられている選択肢は，選択肢 1：「まったくそうだと
思う」，選択肢 2：「そうだと思う」，選択肢 3：「そうは思わない」，選択肢 4：「まったくそうは
思わない」の 4 つである。選択肢のうち，選択肢 1，2 は肯定回答，選択肢 3，4 は否定回答であ
る。肯定的な回答では，選択肢 1 は強い肯定，選択肢 2 は控えめな肯定であり，否定的な回答で
は選択肢 4 は強い否定，選択肢 3 は控えめな否定である。また，「（3）科学についての問題を解
いている時は楽しい」について，2006 年と 2015 年の日本語表記は同じであるが，2006 年と
2015 年の英語表記 には変更があったため，厳密な意味では経年比較はできない（国立教育政策
研究所 , 2016: 130 表 2.6.2. 脚注参照）。
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（4）科学についての知識を得ることは楽しい     （2015：ST094Q04NA，2006：ST16Q04）










は，選択肢 1：「簡単にできる」，選択肢 2：「少し努力すればできる」，選択肢 3：「とても大変で
ある」，選択肢 4：「できない」の 4 つである。選択肢のうち，選択肢 1，2 は肯定回答，選択肢 3，
4 は否定回答である。肯定的な回答では，選択肢 1 は強い肯定，選択肢 2 は控えめな肯定であり，
否定的な回答では選択肢 4 は強い否定，選択肢 3 は控えめな否定である。
（1）健康問題を扱った新聞記事を読んで，何が科学的に問題なのかを読み取ること




     （2015：ST129Q03TA，2006：ST17Q03）
（4）ゴミ捨てについて，何が科学的な問題なのかがわかること
     （2015：ST129Q04TA，2006：ST17Q04）
（5）環境の変化が，そこに住む特定の生物の生存にどのように影響するかを予測すること
     （2015：ST129Q05TA，2006：ST17Q05）
（6）食品ラベルに表示されている科学的な説明を理解すること
     （2015：ST129Q06TA，2006：ST17Q06）
（7） 火星に生命体が存在するかについて，これまで自分で考えていたことが，新発見により　










標に関する 4 つの項目について尋ねている。この指標は，2006 年調査の生徒質問調査の問 31





選択肢 3：「そうは思わない」，選択肢 4：「まったくそうは思わない」の 4 つである。選択肢のう
ち，選択肢 1，2 は肯定回答，選択肢 3，4 は否定回答である。肯定的な回答では，選択肢 1 は強









2015 年調査と 2006 年調査の回答率を経年比較した結果をグラフで示した（図表 2 参照）。
2015 年と 2006 年の日本の肯定回答率 を比較すると，(1)，(5) では有意水準 5% で，(4) では有
意水準 1％で，2006 年から 2015 年にかけて肯定回答率が減少している（(1)：p>0.042，(4)：
p>0.042，）(5)：p>0.042）。一方，(3) については 1％有意水準で肯定回答率が増加している（図
表 1 検定 1 参照）。したがって，全体としては「科学の楽しさ」指標における肯定回答率はやや
減少している傾向があると言えよう。
（2）科学的リテラシー平均得点の経年変化：科学が楽しいと回答した方が得点が高い
2006 年よりも 2015 年の方が「科学の楽しさ」指標に関する質問項目に対する各選択肢におい
て平均得点が高く，また，「科学の楽しさ」に対する回答が肯定的なほど得点が高い傾向がある（図
表 1 検定 2，図表 3 参照）。選択肢 1 と選択肢 4 の間の平均得点の差は 2006 年から 2015 年にか
けて，5 つの質問項目全てにおいて縮小している（図表 1 検定 3 参照）。その中でも特に，(1) は
選択肢 1 と選択肢 4 の間の平均得点の差が 2006 年の 113 点から 2015 年の 86 点へと 27 点縮小し
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ている（5% 有意，p>0.017）。上述のことは，2015 年の「科学の楽しさ」指標と科学的リテラシ
ーの平均得点との関連が 2006 年よりも弱まっていることを示す。
さらに，選択肢 4「まったくそうは思わない」と回答した生徒の平均得点の 2006 年から 2015
年にかけての増加が，他の選択肢と比べて大きい（図表 3 参照）。このことには，選択肢 4 と回
答した生徒の割合が 5 つの質問項目全てにおいて有意に増加したことが関連していると思われる
（図表 1 検定 2 参照）。さらに，検定 4 及び検定 5 の結果から，肯定回答者の加重平均得点よりも
否定回答者の加重平均得点の方が 2006 年から 2015 年にかけて増加していることが明らかとなっ





出典：PISA2015 Database Compendia より作成
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4.2. 「理科学習者としての自己効力感」指標の分析結果
（1）回答率の経年変化：半分以上の項目において肯定回答率が増加






と」の 5 つの質問項目において，2006 年から 2015 年にかけて肯定回答率が増加しており，その
うち（5）を除いた他の 4 つの項目における肯定回答率の年度間の差が有意に増加している。一方，
図表 3　「科学の楽しさ」に対する科学的リテラシーの選択肢別平均得点（日本）






見られない（図表 4 検定 1 参照）。
（2）科学的リテラシー平均得点の経年変化：自己効力感は得点にあまり影響なし
図表 5 は「理科学習者としての自己効力感」指標の選択肢別の各分野の平均得点の 2006 年と
2015 年の経年変化について示している。全体的にみると，2006 年よりも 2015 年の方が 8 つの選
択肢全てにおいて，日本の生徒の平均得点は増加傾向にある。中でも特に，選択肢 3 及び選択肢
4 の平均得点の増加傾向が強い（図表 4 検定 2 参照）。また，「科学の楽しさ」と同様に ,8 つの質
問項目全てにおいて，選択肢 1 と選択肢 4 の間の平均得点の差が 2006 年から 2015 年にかけて縮
小しており，（1），（2），（8）は 1% 有意水準で平均得点の差が縮小している（図表 4 検定 3 参照）。
さらに，検定 4 及び検定 5 の結果によると，肯定回答者の加重平均得点よりも否定回答者の加重








出典：PISA2015 Database Compendia より作成
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図表 6　「理科学習者としての自己効力感」に対する科学的リテラシーの選択肢別平均得点（日本）




「理科学習に対する道具的な動機付け」指標を構成する 2 項目の両方において，2006 年から
2015 年にかけて肯定回答率が増加している（図表 6 参照）。図表 7 検定 1 の結果によると，「（1）
将来自分の就きたい仕事で役に立つから，努力して理科の科目を勉強することは大切だ」では肯
定的な回答が 2006 年の 46.2％（選択肢 1：15.0％，選択肢 2：31.3％）から 2015 年の 60.0％（選
択肢 1：23.0％，選択肢 2：37.0％）へ 13.7 ポイント増加（p<0.000）し，「（3）理科の科目を勉強
することは，将来の自分の仕事の可能性を広げてくれるので，私にとってはやりがいがある」で
は 2006 年の 40.5％（選択肢 1：10.7％，選択肢 2：29.8％）から 2015 年の 55.2％（選択肢 1：
18.1％，選択肢 2：37.1％）へ 14.6 ポイント増加した（p<0.000）。そしてこれにより，日本の位
置は，2006 年の下位 5 カ国から上方に移動している。
（2）科学的リテラシー平均得点の経年変化：選択肢間の平均得点の差が縮小
「理科学習に対する道具的な動機付け」指標の選択肢別の各分野の平均得点の 2006 年と 2015
年の経年変化について，図表 7 で図表化して示した。検定 4 及び検定 5 の結果によると，両項目
において肯定回答者の加重平均得点が2006年から2015年にかけて有意に減少している一方（（1）：
p<0.332，（3）：p<0.100），否定回答者の加重平均得点は 2006 年から 2015 年にかけて両項目とも
有意に増加している（（1）：p<0.003，（3）：p<0.040）。その結果，選択肢間の平均得点の差は縮








まで「科学の楽しさ」への肯定感が低いとみなされてきた（国立教育政策研究所 , 2007; 国立教
育政策研究所 , 2016）日本の生徒たちであるが，「理科学習に対する道具的な動機付け」指標に
おいてよりも「科学の楽しさ」指標における肯定的回答者の科学的リテラシーの平均得点が否定
的回答者の平均得点よりも大きく上回っているということが明らかとなった。図表 10 検定 6 に
よると，2015 年の「理科学習に対する道具的な動機付け」指標の 2 質問項目を平均すると，肯
定回答者の科学的リテラシーの加重平均得点が 550 点に対して，否定回答者は 528 点であり，そ
の差は 23 点であった。一方，2015 年の「科学の楽しさ」指標の 5 質問項目を平均した肯定回答
者の科学的リテラシーの加重平均得点は 569 点に対して，否定回答者は 518 点であり，その差の
51 点は「理科学習に対する道具的な動機付け」よりも 28 点上回った（1％有意，p<0.000）。
また図表 10 検定 7 によれば，「理科学習に対する道具的な動機付け」指標における科学的リテ
ラシーの肯定回答者と否定回答者の加重平均得点の差は 2015 年の 23 点に対して 2006 年は 46 点
で，2006 年から 2015 年にかけて 23 点下回った。一方，「科学の楽しさ」指標における肯定回答






出典：PISA2015 Database Compendia より作成 出典：PISA2015 Database Compendia より作成
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年から 2015 年にかけての得点差はわずか 3 点であり，ほとんど変化していない。2006 年から
2015 年にかけて，「科学の楽しさ」指標における肯定回答者と否定回答者の科学的リテラシーの
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しかし，一方で生徒の自己効力感は彼らのキャリア志向や職業選択といった外発的動機付けに
も関連しており（Nugent ほか , 2015），生徒たちの動機づけに影響を与えうるため，内発的動機
付け，外発的動機付けとともに相互作用的に促進する方策の検討が期待される。
注記
2006 年本調査　ST016Q3 (C)I am happy doing ＜ broad science ＞ problem.
2015 年本調査　ST094      I am happy working ＜ broad science ＞ topics.
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